


図 1 土

図2.埴輪男子脆坐像
(講談社「古代史発掘」より転載 )
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室に保管されるようになった経路は不明である。

2.土   面 (図 1)

昭和諏午 2月 19日指定。

秋田県北秋田郡鷹巣町麻生出土。

明治30年 12月 人類学教室員大野延太郎氏がこの地

方に出張 した際 ,現地の小笠原為吉氏より“
献納 ヽ

されたものである。直径14統の円形の輪廓をもち ,

日と口は大きく,顔の周囲に縄文をほどこしてある。

これは組文時代晩期に特有にみられる雲形文様の擦

消じ縫文で ,この時代 ,東北地方の土面にみられる.

独特の顔つきをしている。

3埴 輪男子脆坐像
昭和33年 2月 8日指定。

(図 2)

茨城県鹿島君『鉾田町青柳字不二内出土。

高さ54磁 (台部は欠損 ),無縁のlll子をかぶり,

首飾りをつけ ,両手を前につい.て一見こま犬のよう

なかっこうをしている。両頼は赤色顔料によって彩

色されている。

4= 埴輪女子像

昭和33年 2月 8日指定。

栃木県宇都宮市雀宮町小字十里杵塚出土。

明治28年 3月 ごろ,鉄道工事中lrc発見された。高

さ58磁で丸普 ,裾広がりの衣服をつけ ,両手を腰に

ぁてている。後頭部に円板状の後光のようなものが

つけられているが,これは結髪したまげを形どつた

ものと考えられて杯る。両頼1/Cは赤い彩色がほどこ

されていたが ,現在はとれてしまっている。

5, 大森倶塚出土品

日召和50年 6月 12日オ旨定。

明治10年 0月 ,前記のようにモース教授およびそ

の門下生によって発掘されたもので ,土器類1(個 ,

石器その他翌個をはじめ ,土器破片,人骨 ,獣骨 ,
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図 3.弥生式土器




